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ブラックアイスバーン スリップ⇨はみ出し⇨衝突

佐呂間 介護施設の送迎車の３人が、車外に投げ出され死亡

２０１５年１２月５日（土）６時２５分

４日午前９時前、佐呂間町の道道で介護施設に向かう送迎車が対向車線にはみ出し、軽乗用車と衝突した

。この事故で、送迎車に乗っていた男性Ａさん（８２）、男性Ｂさん（８４）、男性Ｃさん（９６）の３人が路外に投げ

出され、病院に運ばれたが死亡した。また、軽乗用車を運転していた女性も重傷。事故当時、路面はブラッ

クアイスバーン状態だった。警察は送迎車を運転していた男性容疑者（２１）を過失運転傷害の疑いで現行犯逮

捕した。岡明容疑者は調べに対し、「スリップして対向車線にはみ出した」と話しているという。

「１００日間 冬期交通事故ゼロ運動」

平成２７年１１月２０日（金）～平成２８年２月２８日（日）

○冬道、スリップによる追突・横転事故の根絶

○わき見・居眠り運転の防止へ・・・自己管理の徹底

○天候・道路状況に応じた適正なスピード

○デイ・ライトで、自分の車の存在を知らせて・・・事故を未然に防ごう

２時間ごとに、１５分休憩

スピード落として、しっかり安全確認

車間距離を十分に 滑って、追突を未然に防止

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

交差点 「右左確認／よ～し 」

眠気を感じながら運転を中止しなかった

大型トラックの職業運転手にもかかわらず

最も基本的な注意義務を怠った

多重事故、6人死傷 トラック運転手に禁錮3年判決

２０１５年１２月４日（金）８時８分

静岡県の国道で８月、大型トラックを運転してオートバイに追突するなどし、６人を死傷させたとして自動

車運転処罰法違反（過失致死傷）の罪に問われた、無職の男性（５５）の判決公判で、地裁は３日、禁錮３年（求刑

禁固５年）を言い渡した。

裁判官は判決理由で、眠気を感じながら運転を中止しなかったことに対し、「より緊張感を持って運転す

べき大型トラックの職業運転手にもかかわらず、最も基本的な注意義務を怠った。強い非難に値する」と指

摘。「被害者やその家族に負わせた身体的、精神的苦痛は非常に大きい」とした。

判決によると、被告は８月１２日午前６時ごろ、国道交差点で計４台が絡む玉突き事故を起こし、オートバイ

を運転していた男性会社員＝当時（５３）＝を死亡させ、５人に重軽傷を負わせた。

午後3時 重機を積んだトラックと衝突

右斜め方向に横断中の３輪自転車の女性重体

２０１５年年１２月４日 １７：３４

４日午後３時ごろ、栃木県で、会社員男性（３１）のトラックが、無職女性（７９）の３輪自転車と衝突した。女

性は頭を打つなどし重体。警察によると、女性の３輪自転車が右斜め方向に走りながら道路を横断中、車が

衝突したという。女性は買い物からの帰宅中、男性は工事現場から資材置き場に小型重機を搬送中だった。

危険ドラッグ裁判 元少年の懲役１３年判決確定

２０１５．１２．５ ０７：０８

昨年５月に長野県で危険ドラッグを使って乗用車を無免許運転し、３人を死傷させたとして、危険運転致

死傷などの罪に問われた当時１９歳の元少年（２１）に懲役１３年（求刑懲役１５年）を言い渡した地裁判決につい

て、地検、被告双方が控訴せず判決が確定した。 元少年は昨年５月１４日に中野市内の県道で、危険ドラ

ッグを使い正常な運転が困難な状態で対向車線を逆走し、時速１２６キロを超えるスピードで対向車に次々

と衝突。消防士の男性＝当時（２５）＝を死亡させ、別の車２台の２人に重軽傷を負わせた。

「昨夜に飲酒した、怖くなって逃げた」

小学生をひき逃げ容疑で支援学校教諭逮捕

２０１５．１２．５ ０７：０８

熊本県警は３日、小学生を車ではねて逃げたとして、自動車運転処罰法違反（過失傷害）と道交法違反（ひ

き逃げ）の疑いで、支援学校の教諭の男性容疑者（５１）を逮捕した。警察によると、目撃情報から容疑者の車

と判明。署員が午前中に、学校で勤務していた容疑者を任意同行した。「昨夜に飲酒した。怖くなって逃げ

た」と供述しているという。逮捕容疑は３日午前７時４０分ごろ、市道で通勤の際、横断歩道を渡っていた

小学３年の男児（８）をはねて左足に約１カ月の重傷を負わせ、逃走したとしている。


